
作品「舞 姫」が私 達に教え ているこ と  

 

私がこの テーマを 選んだ理 由は、こ の作品の 中に登場 する人物 に興味を 持ったか らで す 。

豊太郎の 目線から さまざま な経験が 書かれて いるので 、この「 舞姫」と いう作品 がそ の よ

うな登場 人物を通 して何を 伝えたか ったのか 、何を言 いたかっ たのかを 考えてみ よう と 思

いました 。  まず 、日本へ帰 る船の中 、豊太郎 はひどく 心を苦し められて いた。な ぜ、そ の

ような状 況にいた ったのか を考えて いくとと もに、最 終的にそ のような 状況にな る過 程 、

心を苦し められる 結果とな ってしま ったこと から何を 伝えたか ったのか を考えて いく こ と

にします 。私は「 自我」と いうもの をちゃん と持ち、 貫き通す ことが大 切である とい う こ

とを「舞 姫」は私 達に教え ているの だと思い ました。  

 豊 太 郎 は 帰 国 の 途 中 、 P26 4L 2「 腸 日 ご と に ～ 我 が 心 を 苦 し む 。 」 よ り 、 心 の 奥 に 凝 り 固

まって、 一点の影 とばかり になった ものの、 何かする たびに、 限りなく 昔を懐か しむ 思 い

によって 心を苦し められて いた。こ れは、や はり豊太 郎自身の 心の中の どこかに 後悔 の 気

持ちと罪 の意識を 持ってい るからで はないで しょうか 。  

豊太郎は P264 L12「 余は幼き ～受けし 」や P267 L8「 余は 父の～学 びしとき より、」などか

らも分か るように 幼い頃か ら厳しい 家庭教育 をうけ、 母の用意 した「エ リート」 の道 を 機

械 的 に 進 ん で き ま し た 。 し か し 、 ド イ ツ へ 留 学 し 自 由 な 風 潮 に 影 響 さ れ 、 P292 L12「 独 逸

に来しは じめに～ 誓ひしが 、」とあ るように もう機械 的な人間 にはなり たくない と感 じ 始

め P269 L1 1「よそ に 心の乱れ ざりしは 、～  縛 ら せしのみ 。より 、それまで は何をす るにも

勇気がな かったた ため、様 々なこと を避けて きていた が、 P272 L6「我が ～ 勝たれて 、」い

つもの臆 病な心を 打ち負か し、エリ スを憐れ む情が打 ち勝った 。何をす るにも勇 気の な か

った豊太 郎が行動 を起こす ことがで き、それ まで豊太 郎を縛っ ていた臆 病で弱い 心を 抜 け

出せたの も、エ リ スと出会 ったから だと考え られます 。さら に 、それを契 機に豊太 郎は「 自

我」とい うものを 意識する ようにな ります。 そんな時 、免官に なってし まった自 分を 助 け

てくれた 友人、相 沢謙吉が 登場しま す。相沢 により天 方との話 は進ん  

で行った が、豊太 郎自身は 、P2 88L7「さてう べなひし うへにて 、～しば しばなり 。」よ り 、

「自我」 を表面に 出すこと を我慢し 、それま でのただ 人の話を 聞くだけ の機械的 な人 間 に

なってし まってい ます。し かし、 P28 7L5「余は守る～」より相沢により「天方の信用を得

よ。」と 言われ、 また、「 エリスと の関係を 断て。」 と言われ 、豊太郎 はそれを 断れ ず に

承諾する 。また 、P295L1 よ り相沢は そのこと を天方に すぐさま 報告した 。それに より 、そ

れを知っ て安心し 、豊太郎 に「一緒 に日本へ 帰らない か。」と 言ってく れていた ため 、 天

方の申し 出を断れ なかった 。このよ うなこと から、機 械的な人 間に戻ら せてしま った 原 因

を作り出 したのは 相沢謙吉 であり、 豊太郎自 身の弱い 心であっ た。その 弱い心に よっ て 日

本へ帰る という決 断をし、エリスを 生ける屍 にしてし まい、豊 太郎自身 P296 L8「 我が脳 中

～」よ り 自分の弱 い心に罪 の意識を 感じたと 考えるこ とができ る。 P292 L11「あ あ . .」と 嘆



くように 言ってい ることか ら豊太郎 は「自由 」そして 「自我」 を見  

つけるこ とを望ん でいたの ではない でしょう か。この ようなこ とから、 相沢に対 する 憎 し

みには、 エリスに すべてを 話し生け る屍にし てしまっ たことだ けでなく 、豊太郎 の中 に 目

覚めかけ ていた「 自我」と いうもの を抑え込 まざるを 得ない状 況をつく ったこと に対 す る

憎しみも あるので はないで しょうか 。でも、 その中か ら「自我 」を貫き 通せば良 かっ た と

いう後悔 の思いが 読みとる ことがで きます。  

この作品 の著者で ある森鴎 外自身、 １９歳で 東京大学 医学部を 卒業して おり、ド イツ へ 留

学してい ます。ま た、その 時エリー ゼという 恋人がい たという ことから 、「舞姫 」に 登 場

する豊太 郎は、少 なからず 森鴎外自 身の経験 や体験が 組み込ま れている と考えら れる。  

 このよう なことか ら、「舞 姫」の最 初の部分 より「人 の心の当 てになら ないのは 言うま で

もなく、 この自分 の心まで がいかに 変わりや すいもの であるか 」という のを豊太 郎は も ち

ろん森鴎 外も思い 知ったの ではない でしょう か。森鴎 外も豊太 郎のよう に、人生 に大 き な

後悔・苦 悩などを 背負い生 きていか なくては ならなく なったの だと思い ます。そ うな ら な

いために も、自分 自身の「 自我」を 理解し、 貫き通す ことが大 切である と、「舞 姫」 は 私

たちに伝 えており 、それは また、森 鴎外自身 がつたえ たかった ことでも あるのか なと 考 え

ました。  

 

 

 

まだ、森 鴎外につ いて調べ 切れてい なかった 部分があ り、森鴎 外と豊太 郎を重ね 合わ せ 考

えてしま ってもい いのかは 疑問とし て残って います。  

 

使った資 料 :「舞 姫 ・口語訳 」、国語 便覧  


